
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
気
持

ち
も
新
た
に
、
ご
自
身
の
健
康
維

持
の
た
め
に
何
か
１
つ
こ
の
一
年

の
目
標
を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み

に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
仕
事
や
病
気
、

子
育
て
の
悩
み
、
お
子
さ
ん
の
発

達
相
談
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

１
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、１
月
19
日（
木
）

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

１１
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１

日
５
名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン
（
ぴ
よ
ぴ
よ

サ
ー
ク
ル
）

と　

き

　

１
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

役
場
３
階
大
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、

妊
婦

内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護

者
同
士
の
交
流

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
1
月
16

日
（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
助
成
（
高
齢
者

等
・
子
ど
も
）
に
つ
い
て

　

助
成
金
の
申
請
締
切
は
、
令
和

５
年
2
月
28
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

12
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
接
種
さ
れ

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
不

明
な
点
等
が
あ
れ
ば
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
か
ら
も

ら
っ
た
抵
抗
力（
免
疫
）は
、赤
ち
ゃ

ん
の
成
長
と
と
も
に
自
然
に
失
わ

れ
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免

疫
を
つ
く
っ
て
病
気
を
予
防
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
助
け
と

な
る
の
が
予
防
接
種
で
す
。
子
ど

も
は
発
育
と
と
も
に
外
出
の
機
会

や
他
者
と
接
触
す
る
機
会
が
多
く

な
り
、
感
染
症
に
か
か
る
可
能
性

も
高
く
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
を

正
し
く
理
解
し
、
感
染
症
か
ら
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
の
対
象
時
期
（
対
象
年
齢
）

が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
費
用
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、接
種
に
あ
た
っ

て
は
医
療
機
関
宛
て
の
依
頼
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

１
歳
に
な
っ
た
ら
：
麻
し
ん
風
し

ん
第
１
期
、
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

３
歳
に
な
っ
た
ら
：
日
本
脳
炎
第

１
期

年
長
さ
ん
：
麻
し
ん
風
し
ん
第
２

期小
学
４
年
生
：
日
本
脳
炎
第
２
期

小
学
６
年
生
：
二
種
混
合
、
子
宮

頸
が
ん
（
女
子
の
み
）

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
に
対
応
す
る
窓
口
と
し
て
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん

や
乳
幼
児
の
保
護
者
の
不
安
や
悩

み
、
育
児
な
ど
の
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。
お
気
軽
に
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。
令和5年１月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約 主催する部会

目の健康相談
１月１０日（火）
午後２時～３時

必要 奈良県眼科医会

精神科に関する健康相談
１月１７日（火）

午前１０時～１１時
必要

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する健康相談
１月２６日（木）
午後２時～３時

必要
奈良県医師会
　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問
い合わせください。
場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

　

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
糖

尿
病
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
は
「
血
糖
値
が
高
く
な
る
病

気
」
で
す
が
、
血
糖
値
が
高
い
状
態

が
長
く
続
く
と
全
身
の
臓
器
に
障
害

が
出
て
き
ま
す
。
臓
器
の
障
害
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
糖
尿
病
の
早
期
診
断

と
早
期
治
療
が
最
も
重
要
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
人
が
糖
尿
病
に
気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
示

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
家
族
や
親
族
に
糖
尿
病

の
方
が
複
数
お
ら
れ
る
場
合
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
体
質
的
に
糖
尿

病
に
な
り
や
す
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
若
い
時
か
ら
適
正
な
食
事
や

適
度
な
運
動
を
励
行
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

２
番
目
に
、
体
重
で
す
。
20
歳
の

時
に
比
べ
て
体
重
が
大
き
く
増
え
た

方
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ

ま
す
。
ウ
ェ
ス
ト
の
サ
イ
ズ
が
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
た
方
は
要
注
意
で

す
。
肥
満
を
防
ぐ
・
解
消
す
る
こ
と

が
糖
尿
病
予
防
・
治
療
に
重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
女
性
特
有
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。妊
娠
中
に
血
糖
値
が
高
く
な
っ

た
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？ 

妊
娠
中

の
高
血
糖
は
、
出
産
す
る
と
多
く
の

場
合
、
正
常
に
戻
り
ま
す
。
し
か
し
、

妊
娠
中
に
血
糖
が
高
く
な
っ
た
方
は
、

そ
の
後
長
き
に
わ
た
っ
て
糖
尿
病
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
妊
娠
時
に

血
糖
値
が
上
が
っ
た
方
は
、
必
ず
年

に
１
回
は
健
診
な
ど
を
受
け
て
、
知

ら
ぬ
間
に
糖
尿
病
に
な
っ
て
い
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
診
な
ど
で
糖
尿
病
や
そ
の
予
備
軍

と
言
わ
れ
た
方
は
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
を
受
診
し
て
糖
尿
病
の
合
併

症
を
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

　
糖
尿
病

　
糖
尿
病  

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
　

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
　  

あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。
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あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。
令和４年度東吉野村介護予防講演会を開催しました

　１１月３０日に南和広域医療企業団 吉野病院の福岡篤彦先生をお招きし、「笑って元
気にいきいきと～笑いと健康の秘密～」をテーマにご講演いただきました。
　身体の健康とは、心の健康とは、いきいき百歳体操の効果等のお話を、３０名を超え
る参加者さんはメモを取りながら熱心に聞き入ってました。
　最後には、笑いヨガをみんなで行い、会場は大きな笑いで包まれました。講演後には
福岡先生のサイン付きで著書の販売も行われました。

　今年も、笑って健康で過ごせる１年にしましょう！

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
○介護制度に関すること　等 （々秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。地域包括支援センター（４２
ｰ０４４１）にお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の
相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応致します。
　日　時：１月１８日（水）１４時～１７時
　場　所：東吉野村役場１階会議室
　お問い合わせ先　住民福祉課（４２−０４４１）　※担当相談員にお繋ぎします。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　etc.
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記

連絡先にお知らせ頂ければ訪問させて頂きます。
※相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　TEL　0747-53-2153へご連絡頂ければ相談員が対応致します。
　（のどか開所日　月曜～金曜9：00 ～ 18：30/ 第1・第3土曜13：00 ～ 17：00）

あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。あけましておめでとうございます。地域包括支援センターです。
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抽選会待ちの行列

出品者　

農産物	 ２３名

生活雑貨	 １０名

手作り小物	 ６名

出品数		  売れた品数

農産物	 ５５４点	 ３８６点

生活雑貨	 ２３６点	 １４３点

手作り小物	 ３１２点	 ５８点

いちたつマルシェ
村民による村民のための居場所づくり
ひよしのさとマルシェが東吉野村の居場所の拠点となります。
多くの村民が集い、交流や買い物を楽しんでいただく場所になります。
　１１月２５日に開催した第７回『いちたつマルシェ』には大勢の方にお越しいただき誠にありがとうご
ざいました。
　今年の秋は気温の高い日が続き、冬野菜の収穫がまだできなくて、昨年に比べると若干農作物は少な
かったです。ただ、いちたつの認知度は回を重ねるごとに増していき、過去最高の２３０名ほどの方が
来場してくれました。
　コミュニティバスを利用して来場してくれる人も多くなり、四郷方面からのコミュニティバスが乗車
率１００％を超えたので、急遽、バスが増便することになりました。
　１３時からの抽選会にも多くの人にお並びいただき、先着３０名の整理券があっという間になくなり
ました。
　いちたつマルシェは『ここでしか買えないものがある』という声をいただきまして、来年度は４月、７
月、１１月と３回を予定しています。
　いちたつマルシェは『村民×村民』、『村民×商品』がつながる場所として、これからも趣向を凝らし進
化していきますので、楽しみにお待ちいただき、何か要望や希望がありましたら、気軽にお申し付けく
ださい。
　来場者や出品者、また運営側からも様々な意見をいただきましたので、これを踏まえて今後の開催に
つなげていきます。

広 報 ひ がしよし の 令和５年１月１日
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　食中毒は一年を通して発生し、冬は特にノロウイルスによる食中毒が多くなります。ノロウイルスは、カキなど
の二枚貝が原因となるほか、調理をする人から食品を介して感染する場合も多く、感染を広げないためには、しっ
かりと予防する必要があります。食中毒予防の基本は、原因となる菌を「付けない・増やさない・やっつける」で
すが、ウイルスの場合は食品中では増えませんので、「付けない・やっつける」に加え、「持ち込まない・広げない」
ことも重要です。

　感染してから症状が出るまでは２４
～４８ 時間。ヒトの腸管で増殖し、嘔
吐、下痢、腹痛、微熱（３７℃台）な
どを起こします。多くの場合は軽症で、
感染しても症状が出ない場合もありま
す。健康な人は１〜２日程度で回復し
ますが、子どもやお年寄りでは重症化
することがあるので、注意が必要です。

◯感染しないよう、日ごろから
　手洗いや健康管理を心がける。
◯下痢や嘔吐などの症状が
　ある場合は、調理をしない。

◯調理や食事の前には、せっ
　けんを使い、 洗い残しの
　ないように丁寧に洗う。
◯手を洗う時は指輪や
　腕時計などを外しておく。

◯�取り扱う時は、必ずゴム手袋を使用
すること。

◯�なるべく使用直前に作り、保管する
場合は、「消毒液」と明記すること。

◯�金属に付くと錆びる場合があるので、
消毒した後に薬剤を拭き取ること。

◯加熱が必要な食品は、中心
　部までしっかりと加熱する。
◯�器具類は洗剤などで十分洗

浄し、85℃以上の熱湯に
１分以上つけるか、塩素消
毒液に浸して消毒する。

◯トイレは定期的に清掃・消毒する。
◯�嘔吐物などは塩素消毒液を用いて

適切に処理する。

今のところ、ノロウイルスに対
するワクチンや抗ウイルス剤
はありません。脱水症状を起こ
さないよう、経口補水液などで
水分補給をしっかり行うことが
大切です。市販の下痢止め薬は
回復を遅らせることがあるので、
使用しないほうがよいでしょう。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
金
光
で

す
。

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
こ
の
1
月
い
っ
ぱ
い
で
協

力
隊
を
卒
業
し
ま
す
。

　

こ
の
3
年
間
、
自
宅
兼
工
房
の

修
繕
や
、
カ
ヌ
ー
作
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
カ
ヌ
ー
制
作
で
独
立

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

不
足
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、

す
ぐ
の
起
業
は
断
念
す
る
予
定
で

す
。

　

卒
業
後
、
ど
の
よ
う
に
活
動
し

て
い
く
か
は
ま
だ
は
っ
き
り
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
こ

の
3
年
間
で
大
ま
か
に
独
立
の
道

筋
が
見
え
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は

起
業
資
金
を
貯
め
な
が
ら
生
活
を

楽
し
む
こ
と
を
第
一
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
で
初
め
て
東
吉
野
村
を

知
っ
て
、
川
に
惹
か
れ
て
何
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
移
住
し
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
方
々
と
の
関
わ
り
は
今
ま
で

で
最
も
深
く
、
各

季
節
に
生
活
が
左

右
さ
れ
る
こ
と
を

幸
せ
に
感
じ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

大
き
な
世
界
で
生

き
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
、
身
近
な

人
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
環
境

に
適
応
で
き
ず
に

大
変
な
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す

が
、
工
夫
し
た
り

し
て
そ
れ
ら
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
も
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
東
吉
野
村
で
生
活
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々

広 報 ひ がしよし の 令和５年１月１日
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令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草　

選
評

▪
特
選
の
部

冴
え
冴
え
と
國
平
刀
の
光
り
け
り	

宮
下　

俊
二

　

評

　

十
一
月
の
吟
行
句
会
は
、
本
村
平
野
の
奈
良
県
無

形
文
化
財
保
持
者
河
内
國
平
先
生
の
鍛
刀
場
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

工
房
は
塵
ひ
と
つ
な
く
、
整
理
整
頓
さ
れ
た
中
で

刀
を
打
つ
実
演
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

掲
句
は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
名
刀
が
、
き
ら
り
と

光
を
受
け
た
一
瞬
を
活
写
し
て
い
る
。
身
の
引
き
締

ま
る
様
子
が
「
冴
え
冴
え
」
の
措
辞
に
表
出
さ
れ
て

い
る
。

　
華
昌
忌
の
小
春
日
和
と
な
り
ゐ
た
り	

辻　

佐
和
子

　

評

　

句
会
は
、
本
村
伊
豆
尾
の
光
蔵
寺
本
堂
の
御
仏
の

前
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

丁
度
一
昨
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
大
黒
様

の
祥
月
命
日
に
当
た
り
、
本
堂
は
供
花
で
溢
れ
て
い

た
。

　

故
人
を
生
花
の
師
と
仰
い
で
い
た
方
が
「
華
昌
忌
」

と
銘
じ
て
お
ら
れ
た
。

　

当
日
は
、
よ
く
晴
れ
て
風
も
な
く
穏
や
か
な
一
日

で
、
集
ま
っ
た
会
員
が
あ
た
た
か
さ
に
包
ま
れ
大
黒

様
を
思
い
出
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

見
わ
た
せ
ば
銀
杏
落
葉
の
中
に
を
り	

宮
崎　

利
一

　

評

　

銀
杏
の
黄
葉
は
、
い
っ
せ
い
に
散
り
数
日
に
し
て

一
葉
さ
え
残
し
て
い
な
い
。

　

作
者
は
、
銀
杏
の
大
木
の
下
に
佇
み
、
地
面
に
敷

い
た
銀
杏
黄
葉
に
目
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

季
節
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
が
出
て
い
る
。

▪
準
特
選
の
部

平
野
風
一
気
に
散
ら
す
冬
も
み
ぢ	

松
谷　

忠
則

華
昌
忌
に
花
埋
め
つ
く
す
冬
の
寺	

川
村　

貞
子

▪
佳
作
の
部

竜た
つ

田た

姫ひ
め

織
り
な
す
錦
野
も
山
も	

秋
吉　

雅
子

冬
紅
葉
峡
の
日
差
し
を
集
め
ゐ
て	

辻　

佐
和
子

深
吉
野
の
野
山
の
紅
葉
明
り
か
な	

池
垣　

昭
美

住
職
の
心
お
だ
や
か
冬
ぬ
く
し	

宮
崎　

成
子

炭
や
煤
付
き
し
白
衣
の
刀
鍛
冶	

前
田　

景
子

雨
霧
の
晴
れ
て
杉
山
瑞
瑞
し	

伊
藤
志
津
子

霜
雫
一
粒
光
り
青
き
空	

宮
崎　

利
一

小
雪
に
刀
工
房
火
の
粉
飛
び	

川
村　

貞
子

此
処
も
又
空
家
と
な
り
て
冬
ざ
る
る	

松
谷　

忠
則

玉
鋼
純
色
光
る
小
六
月	

濱
田
貴
美
子

橋
下
の
流
れ
に
映
る
冬
紅
葉	

桝
本　

賢
二

青
空
に
朴
の
冬
芽
の
力
か
な	

池
田
美
砂
子

急
峻
の
末
に
山
寺
一
葉
忌	

宮
下　

俊
二

▪
入
選
の
部

青せ
い

女じ
よ

降
る
星
降
る
荒
野
の
只
中
を	

秋
吉　

雅
子

帰
り
花
盛
り
な
く
散
り
ゐ
た
り
け
り	

秋
吉　

雅
子

刀
匠
に
内
助
の
功
も
小
六
月	

辻　

佐
和
子

枝
々
の
木
の
葉
の
散
り
て
空
に
舞
ふ	

池
垣　

昭
美

真
向
ひ
の
山
一
面
の
黄
落
期	

池
垣　

昭
美

残
照
の
影
絵
の
ご
と
く
山
眠
る	

宮
崎　

成
子

國
平
と
刀
に
刻
む
小
六
月	

宮
崎　

成
子

色
違
へ
川
へ
迫
り
出
す
冬
紅
葉	

前
田　

景
子

冬
の
水
玉
と
弾
け
て
刀
打
つ	
前
田　

景
子

せ
せ
ら
ぎ
の
音
や
深
山
の
冬
紅
葉	
伊
藤
志
津
子

次
々
に
綿
虫
ふ
は
り
ふ
は
り
来
て	
伊
藤
志
津
子

冬
空
の
村
々
に
鐘
響
き
け
り	

宮
崎　

利
一

山
寺
の
鐘
の
響
け
り
小
六
月	

川
村　

貞
子

鍛
錬
の
と
ん
て
ん
か
ん
と
冬
浅
し	

松
谷　

忠
則

う
す
暗
き
鍛
刀
場
の
冬
の
黙	

濱
田
貴
美
子

山
寺
の
師
の
句
碑
に
逢
ふ
小
六
月	

濱
田
貴
美
子

華
昌
忌
の
追
憶
集
ふ
冬
の
寺	

桝
本　

賢
二

短
日
の
光
の
そ
そ
ぐ
御
寺
か
な	

桝
本　

賢
二

小
雪
の
鍛
冶
場
に
鉄
と
火
と
水
と	

池
田
美
砂
子

産
土
に
祀
る
山
祇
笹
子
鳴
く	

池
田
美
砂
子

風
冴
ゆ
る
寄
り
し
無
縁
の
仏
達	

宮
下　

俊
二

▪
一
般
投
句
（
短
歌
）

大
根
の
白
極
り
て
重
陽
の
日

集
い
し
夜
会
記
憶
も
は
る
か	

福
井
メ
イ
子

輝
い
て
身
の
引
き
締
ま
る
霜
の
朝

予
約
確
か
む
石
鼎
忌
か
な	

福
井
メ
イ
子

ブ
ラ
ボ
ー
！
五
歳
の
孫
白
虎
隊
踊
る

保
育
園
の
発
表
会	

辻　

由
美
子

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
う
す
る
ん
だ
よ
」
腰
屈か

が

め

振
り
し
扇
子
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り	

辻　

由
美
子

裏
を
見
せ
表
を
見
せ
て
散
る
も
み
じ

我
が
人
生
に
似
て
る
が
ご
と
し	

元
林
マ
ス
ミ

ひ
ん
が
し
の
か
ぎ
ろ
い
の
中
初
日
の
出

身
障
の
吾
子
幸
せ
あ
れ
と	

元
林
マ
ス
ミ

ま
ほ
ろ
ば
の
大
和
三
山
裾
模
様 

官
女
の
姿
思
い
起
こ
し
て	

元
林
マ
ス
ミ

冬
バ
ラ
の
開
く
こ
と
な
く
食
卓
の

古
銅
の
壺
に
静
に
立
て
り	

浦
田
由
美
子

冬
星
座
昼
間
は
見
え
ぬ
飛
行
機
の         

航
跡
し
げ
く
光
り
つ
つ
行
く	

浦
田
由
美
子

一
瞬
の
よ
ふ
に
過
ぎ
た
る
一ひ

と

年と
せ

や

太
古
の
巻
貝
謐
と
横
た
ふ	

浦
田
由
美
子

広 報 ひ がしよし の令和５年１月１日
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感謝状贈呈式・委嘱状伝達式の様子

　１１月３０日、村住民ホールに於いて、１１月末で民生児童委員を退任される方への感謝状
の贈呈式及び、１２月１日から就任される民生児童委員の方への厚生労働大臣からの委嘱状の
伝達式を行い、村長が退任される方、就任を受けていただいた方々に感謝の言葉を述べられま
した。

民生委員児童委員感謝状贈呈式・委嘱状伝達式民生委員児童委員感謝状贈呈式・委嘱状伝達式

広 報 ひ がしよし の 令和５年１月１日
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東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

会
長　

橋
本　

忠
尚

　

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
卯

年
の
年
頭
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
元
気
で
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
本
村
人
権
教
育
推
進

協
議
会
活
動
に
際
し
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、一
九
七
四
年
（
昭

和
四
十
九
年
）
に
同
和
教
育
推
進

協
議
会
と
し
て
結
成
、
二
〇
〇
二

年
（
平
成
十
四
年
）
に
人
権
教
育

推
進
協
議
会
へ
と
名
称
を
変
更
し
、

こ
の
間
ひ
と
え
に
人
権
尊
重
と
平

和
を
願
い
、
人
権
教
育
の
実
践
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
は
「
水
平
社
宣
言
」

か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
創
立
大
会
で
採
択
さ
れ
た

水
平
社
宣
言
の
理
念
は
、
一
〇
〇

年
が
経
過
し
た
今
も
輝
き
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
」
す

な
わ
ち
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
を

目
指
す
私
た
ち
の
歩
む
べ
き
方
向

を
照
ら
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
の
状
況
を
見
る
な

ら
ば
、
人
々
の
絆
は
緩
み
、
歪
み

合
う
実
態
が
見
え
て
き
ま
す
。
個

人
の
尊
重
は
お
ろ
か
、
隣
の
人
に

は
無
関
心
で
仲
間
と
し
て
の
生
き

方
が
薄
ら
い
で
い
ま
す
。
自
分
さ

え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
っ
た
考
え

で
は
社
会
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
共

に
生
き
る
中
に
こ
そ
、
そ
の
存
在

価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
「
差
別
を
憎
み
、
人
を
憎
ま
ず
」

と
い
う
言
葉
も
か
つ
て
よ
く
使
わ

れ
た
言
葉
で
す
が
、
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。
た
だ
単
に
差
別
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
の
か
け
声
を

超
え
、
お
互
い
の
個
性
を
認
め
合

う
包
摂
と
寛
容
の
社
会
の
実
現
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
づ

く
り
、
組
織
づ
く
り
、
社
会
づ
く

り
が
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
で
す
。

　

本
協
議
会
に
お
い
て
も
こ
こ
数

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
た
め
様
々
な
事
業
や
学
習

会
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
し

た
が
、
昨
年
は
状
況
を
見
据
え
な

が
ら
規
模
を
縮
小
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
向
か
い

合
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
本
協
議
会
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
こ

れ
ま
で
私
た
ち
が
培
っ
て
き
た
同

和
教
育
、
人
権
教
育
、
人
権
の
村

づ
く
り
の
実
践
を
継
承
し
、「
人

と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

を
テ
ー
マ
に
揚
げ
、
互
い
に
認
め

合
い
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
社
会
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。
そ
れ
は
人
権
を
尊
重
し

あ
い
、
だ
れ
も
が
「
か
け
が
え
の

な
い
存
在
」
と
し
て
生
き
て
い
け

る
「
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
」
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　

今
年
一
年
が
み
な
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

会　

長　
　

橋
本
忠
尚

　

副
会
長	

辻　

和
代

　

副
会
長	

森
口
文
明

　

副
会
長	

桝
本
君
孝

　

会　

計	

妙
代
和
也

　

監　

査	

中
尾　

明

　

監　

査	

辻
本
秀
明

　

事
務
局
長	

桶
谷
ユ
キ
子

広 報 ひ がしよし の令和５年１月１日
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村長賞の表彰を受ける中西雅佳さん

　

国
の
財
政
は
半
分
以
上
を
国
民
か
ら
得
た
国
税
が

締
め
て
い
る
が
、
残
り
の
お
金
は
借
金
を
し
て
補
っ

て
い
る
。
税
の
収
入
が
減
っ
て
い
る
中
で
こ
の
ま
ま

で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
将
来
的
に
タ
バ
コ
や

お
酒
を
飲
む
人
が
体
調
の
面
を
考
え
て
減
っ
て
い
っ

た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
国
は
数
兆
円
ほ
ど
お
金
を

得
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
今
の
時
代
だ
ん
だ
ん
と

紙
の
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う

な
る
と
す
れ
ば
紙
を
印
刷
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、

す
べ
て
デ
ー
タ
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
る
た
め
印
紙

税
が
得
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
国
の
財
政
が
減
っ

た
た
め
ど
う
に
か
し
て
増
や
そ
う
と
考
え
、
税
金
を

上
げ
て
い
く
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
も
と
も
と
消
費

税
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
し
か
し
今
現
在
は
何

パ
ー
セ
ン
ト
だ
ろ
う
。
二
〇
一
九
年
十
月
か
ら
十
パ
ー

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
、
全
国

の
中
学
生
を
対
象
に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
な
か
で
、
東
吉
野
中
学
校
中
西
雅
佳

さ
ん
が
優
秀
な
作
文
と
し
て
村
長
賞
の
栄
誉
に
輝
き
、

12
月
６
日
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
の
作
文
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生
が
身
近
に
感

じ
た
、
ま
た
、
学
校
で
学
ん
だ
税
に
関
す
る
こ
と
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
知
っ
た
税
の
話
な
ど
を
題
材

に
す
る
こ
と
で
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し

い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
、

本
村
中
学
校
か
ら
も
毎
年
応
募
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
村
長
賞
以
外
に
も
、
吉
野
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長
賞
に
峯
山
智
く
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

次
に
受
賞
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

セ
ン
ト
に
変
わ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
に
も
五
パ
ー

セ
ン
ト
や
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
あ
っ
た
が
、
初
期
と
比

べ
る
と
三
倍
以
上
と
な
る
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
高
す
ぎ

る
だ
ろ
う
。
国
民
の
負
担
に
な
る
。
ま
た
、
消
費
税

の
上
昇
に
合
わ
せ
て
物
価
も
上
昇
し
て
い
る
。
裕
福

な
人
に
と
っ
て
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
十
パ
ー
セ
ン
ト

も
そ
こ
ま
で
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
が
、
一
般
人
に

と
っ
て
は
少
し
で
も
安
く
買
お
う
と
考
え
て
い
る
の

に
そ
の
安
い
品
物
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
し
ん

ど
い
。
ま
た
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
は
収
入
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
大
き
な
負
担

と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
消
費
税
の
上
昇
以
外
に
財
政
を
補
う
た

め
の
収
入
源
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
国

民
か
ら
す
る
と
今
の
ま
ま
で
も
高
い
税
金
を
上
げ
ら

れ
て
い
く
と
払
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

税
金
を
上
げ
る
の
で
、
各
家
庭
で
の
収
入
も
上
げ
ま

す
と
言
う
の
な
ら
ば
補
っ
て
い
け
る
が
、
そ
う
と
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
達
の
知
識
量
で
は
税
金
が
今

ど
ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
り
、
ど
の
く
ら
い
の

税
金
を
国
民
は
収
め
て
い
た
り
す
る
の
か
を
詳
し
く

は
知
ら
な
い
の
で
何
税
を
多
く
収
め
て
も
ら
う
べ
き

な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
な
ん
と
な
く
の
考
え
で
こ
の

税
を
上
げ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
口
に
す
る
の

は
ど
ん
な
人
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
か
も
わ
か

東
吉
野
村
長
賞

「
消
費
税
と
国
民
へ
の
負
担
」

東
吉
野
中
学
校
　
三
年
　
　

中
　
西
　
雅
　
佳
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へ
の
負
担
は
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。
税
率
が
高
く
て

も
、
国
民
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
よ
う
な
仕

組
み
は
な
い
が
、
消
費
税
の
一
部
は
、「
地
方
消
費
税
」

と
し
て
県
や
市
町
村
の
財
源
と
な
り
、
僕
た
ち
の
身

の
回
り
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
方

消
費
税
は
、
僕
の
住
ん
で
い
る
奈
良
県
や
市
町
村
の

収
入
と
な
っ
て
、
道
路
や
下
水
道
の
整
備
、
小
、
中
、

高
等
学
校
教
育
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
の
身
の
回
り
も
さ
ら
に

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
出
来
る
だ
け
奈
良
県

で
買
い
物
を
し
て
、
地
方
消
費
税
を
奈
良
県
に
納
め

る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
な
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
消
費
税
が
高
く
な
っ
た
と

感
じ
た
が
、
世
界
と
日
本
で
は
税
金
の
仕
組
み
が
違

う
の
で
、
簡
単
に
は
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
消
費
税
は
僕
た
ち
の

生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
税
率
が
上
げ
ら
れ
た

と
学
ん
だ
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
多
く
の
税
金

に
つ
い
て
学
び
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
な

と
思
い
ま
す
。

ら
な
い
た
め
難
し
い
。
そ
の
た
め
細
か
い
税
金
の
収

入
方
法
や
使
い
道
は
専
門
の
人
達
に
正
し
い
考
え
方

で
決
め
て
も
ら
い
た
い
。
国
民
の
負
担
に
な
り
す
ぎ

な
い
、
且
つ
国
の
財
政
の
無
駄
使
い
と
な
ら
な
い
対

策
方
法
が
考
案
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
こ
と
だ
け
が
今

の
私
達
に
で
き
る
こ
と
だ
。

　

日
本
の
消
費
税
が
だ
ん
だ
ん
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
僕
の
生
ま
れ
た
年
で
あ
る
二
〇
〇
七
年
の
消
費

税
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
消

費
税
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
で
、
二
倍
も
増
加
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費

税
は
高
い
な
と
思
い
、
世
界
の
消
費
税
と
日
本
の
消

費
税
を
比
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
平
成
元
年
に
、
消
費
者
に
公
平
に
負
担

を
求
め
る
「
消
費
税
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
同
じ
よ
う
な
税
制
度
で
あ

る
「
付
加
価
値
税
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
消
費

税
は
、
僕
が
生
ま
れ
た
年
の
少
し
前
に
導
入
さ
れ
た

ば
か
り
の
制
度
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
僕
た
ち

が
買
い
物
し
た
時
に
納
め
て
い
る
消
費
税
は
、
老
後

も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
年
金
や
医
療

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
は
、
日
本
の
平
均
寿
命
が
延
び
て
き
て

い
る
中
で
、
安
定
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
景

気
に
大
き
な
影
響
が
な
く
、
安
定
し
た
税
収
を
得
や

す
い
消
費
税
が
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の

付
加
価
値
税
と
比
べ
る
と
、
日
本
の
消
費
税
率
は
低

い
方
に
な
り
ま
す
。

　

僕
は
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う

に
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
税
率
の
国
が
あ

る
の
か
な
と
疑
問
に
思
い
、
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
相
続
税
が
な
い
、
教

育
費
・
医
療
費
が
無
料
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
率
が
高
い
分
、
社

会
保
障
が
充
実
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
購
入
す
る
時
に
軽
減
税
率
・
ゼ
ロ
税

率
に
な
る
商
品
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
消
費
税
率
が

高
く
設
定
さ
れ
て
い
て
も
、
多
く
の
商
品
に
は
軽
減

税
率
・
ゼ
ロ
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
民

吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
世
界
の
消
費
税
」

東
吉
野
中
学
校
　
三
年
　
　

峯
　
山
　
　
　
智

広 報 ひ がしよし の令和５年１月１日

21


